




三輪山三輪山三輪山三輪山とととと巻向山巻向山巻向山巻向山のののの谷間谷間谷間谷間からからからから流流流流れれれれ出出出出たたたた巻向川巻向川巻向川巻向川のののの扇状地扇状地扇状地扇状地にににに位置位置位置位置しししし

邪馬台国邪馬台国邪馬台国邪馬台国のののの王都王都王都王都?? とととと騒騒騒騒がれたがれたがれたがれた纏纏纏纏 向向向向 遺遺遺遺 跡跡跡跡

またまたまたまた 北部九州北部九州北部九州北部九州とととと結結結結んでんでんでんで 大和大和大和大和でででで いちいちいちいち早早早早くくくく本格的鍛冶本格的鍛冶本格的鍛冶本格的鍛冶をはじめたをはじめたをはじめたをはじめた遺跡遺跡遺跡遺跡でもあるでもあるでもあるでもある









纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの謎謎謎謎







「纏向遺跡では竪穴式住居は全く出土せず、平屋建の建物ばかりが出土。

また、水路と見られる深い溝と柵・中心的な大型建物 そして日本各地から搬入された土器 そして居館に付随したベニハナ・鍛

冶・木工の工房の存在などを総合すると巻向川が流れ出る扇状湿地を改良した人工都市の出現をうかがわせる」という。

また、この纏向遺跡から出土する鉄器の主は農耕具の「鍬」でなく、「鋤」であること、また 出土した鍛冶遺物で注目すべきは、

当時 北部九州にしかない高温の鍛冶技術がこの大和では始めて この纏向遺跡に持ち込まれている。

（鞴のかまぼこ型羽口・高温溶融鉄滓・ 一部鉄器に高温鍛造の痕跡）

橋本輝彦「日本における都市の初現 纏向遺跡の調査から 」より http://nwudir.lib.nara-wu.ac.jp/dspace/handle/10935/2741



纏向遺跡は西暦200年頃に出現。その大きさは直系1Kmの円状の区域で、地図の赤枠で囲っ
た文字「庄内式期の範囲」が示すオレンジ色で囲まれた範囲で、2009年発掘された大型建物
跡はこの区域の中心部「庄内式期の中枢地域？」と表示された部分にある。

250~260年頃になると、赤枠で囲った「布留式期の範囲」が示すオレンジ色の範囲（およそ
2.5Kmｘ1.5Kmの区域）まで拡大する。 この拡大期とほぼ同じ時期に今回発掘された大型建
物などはこの場所からはなくなってしまう。 その移設先は「布留式期の中枢地域？」と表示さ

れた地域であろうと推定されている。

しかも、橋本氏によれば、この時期は箸墓古墳が築かれた時期と合致するとされていて非常

に興味深い。 この「布留式期の中枢地域？」は縄文時代末期に大規模な土石流があったこと

が確認されており、荒地で弥生時代の遺跡はほとんど出土していない。

この不毛の地に纏向遺跡が成立する200年頃は大和盆地最大の環濠集落である唐古・鍵遺
跡が消滅する時期とも重なっていている。仮に、この区域を「都」であったと仮定すると、後の

飛鳥京よりも広く、藤原京（5.5Km四方）に次ぐ大きさになります。 しかも、この地域は建物の
あったあたりを尾根とする南北に緩やかな傾斜地であったものを平に造成したことも判明して

いる。 http://pub.ne.jp/luckfield/?cat_id=122847 より

纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡 概要概要概要概要



３世紀前半の纏向遺跡集落の範囲 約1km四方 ３世紀後半約2km

邪馬台国の王都というには 本当に狭い ??? との疑問 また 箸墓の年代もまだ 定かでない

でも 発掘調査はまだ10%にも満たない これから何が出土するか・・・・・



纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの位置位置位置位置 概観概観概観概観





日本日本日本日本にににに都市都市都市都市のののの発現発現発現発現 纏向纏向纏向纏向

纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡イメージイメージイメージイメージ図図図図



纏纏纏纏 向向向向 遺遺遺遺 跡跡跡跡のののの位置位置位置位置 全景全景全景全景







巻

向

駅

巻

向

小

学

校

石

塚

古

墳

勝

山

古

墳







２００９年 ３月２０日、桜井市教育委員会は第１６２次調査と

して纒向遺跡の中枢部の再調査を行い、３世紀前半の建物

跡を検出したとマスコミに発表した。

さらに前回の調査地の東に３９０平米の調査区を設定して９

月から第１６６次発掘調査を実施してきた。その結果、あらた

に別の建物跡が見つかり、11月の１０日その成果をマスコミ
に公表した。

それによると、今回検出された建物跡は２棟ある。そのうち

の一棟は、前回の調査で３本の

柱列が見つかっていたもので、

建物の規模は３間ｘ２間（南北

約８ｍ、東西約３．５ｍ）だった

ことが判明した。外から梁（は

り）を支える「棟持ち柱」を持ち、

宝庫のような施設だったとみら

れている。







宮殿跡宮殿跡宮殿跡宮殿跡がががが出土出土出土出土したしたしたした?? 纏向遺跡第纏向遺跡第纏向遺跡第纏向遺跡第１６６１６６１６６１６６次調査現地写真次調査現地写真次調査現地写真次調査現地写真

纏向遺跡第166次調査 現場写真（2009/11/14,15） http://www.gensetsu.com/091114makimuku/photo1.htm より 整理

纏向遺跡第166次調査 現地説明会資料（桜井市 2009/11/14,15 ）http://www.city.sakurai.nara.jp/4211114.pdf



３３３３世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半 卑弥呼卑弥呼卑弥呼卑弥呼のののの

時代時代時代時代のののの集落範囲推定集落範囲推定集落範囲推定集落範囲推定

宮殿跡宮殿跡宮殿跡宮殿跡とととと言言言言わわわわ

れるれるれるれる大型建物大型建物大型建物大型建物

群出土地群出土地群出土地群出土地









日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける都市都市都市都市のののの初現初現初現初現 纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡 日本各地日本各地日本各地日本各地からからからから持持持持ちちちち込込込込まれたまれたまれたまれた多数多数多数多数のののの外来土器外来土器外来土器外来土器



鍛冶関連遺物鍛冶関連遺物鍛冶関連遺物鍛冶関連遺物 ((((桜井市大字巻野内桜井市大字巻野内桜井市大字巻野内桜井市大字巻野内・・・・東田東田東田東田))))
近畿でいち早い北九州型の高温鍛冶 かまぼこ型羽口・高温鉄滓・土木具に特化した鉄器出土

近年の調査では鉄製品の加工も纒向遺跡の中で行なわれていたことが判明して

遺物量は少ないが鞴羽口や鉄滓・鍛造剥片・砥石などが出土している。これらの

所属時期は布留０式期（３世紀後半）～布留１式期（４世紀前半）で、特に早い布留

０式期のものは近畿でも段階の鍛冶関連資料であり、纒向遺跡の先進性が窺える。



纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの鉄鉄鉄鉄

農耕具が出土せず、ほとんど土木具



昭和４６年に、幅５ｍ、深さ１ｍ、長さは南北２００ｍにわたった運河とおぼしき大溝が発見された。

溝には 板を敷き、護岸工事をする高度な技術も施されている。発掘された溝は一部であるが、溝を延

長していくと 一方は初瀬川に、もう一方は箸墓に伸びていると言う。

幅５ｍ、総延長２６００ｍの大溝が遺跡内を人字形に通じていて、ヒノキの矢板列で丁寧な護岸工事がな

され、集水施設もつくられていた。

大溝や導水施設 といったインフラを備え、整然と区画された都市らしい機能をもった遺跡が、突如出現す

るのはこの遺跡における謎。

運河運河運河運河とおぼしきとおぼしきとおぼしきとおぼしき大溝大溝大溝大溝



尾崎花地区尾崎花地区尾崎花地区尾崎花地区のののの区画溝区画溝区画溝区画溝 (桜井市大字巻野内)

第80次調査では布留０式期から布留２式期式初め（３世紀後半～４世
紀前半）にかけての区画溝とこれに伴う柱列が検出されている。

区画溝は段丘の端面に掘削されたもので、幅・深さともに約2ｍの規模を
有する。

溝の外側には土塁があり、約1.6ｍの間隔で柱が立てられていた。
これらの施設は纒向遺跡内でも特殊な役割を持った施設（居館・倉庫群

など）を一般地域から遮蔽するための施設と考えられている。



家家家家ツラツラツラツラ地区地区地区地区のののの導水施設導水施設導水施設導水施設 (桜井市大字巻野内)

導水施設は中央に幅63cm、長さ190cmの大きな木製の槽を据え、北・南・東の三方から木
樋を通して水を注ぎ、槽に集めた水は西側へとオーバーフローさせて、木樋から素掘り溝へ

と排水する機能を持っている。

調査は施設の一部で、全容は明らかではないが、浄水を集めた祭祀の場と考えられている。

遺構は布留１式期（4世紀初め）には廃絶しており、その設置は布留０式期新相（3世紀後
半）ごろに遡る可能性が高いと考えられています。



◎石塚古墳の規模をみると全長96m、後円部径64m、くびれ部幅15〜16m、前方部長さ32m
勝山古墳 全長115m、前方部48mの非纒向型
矢塚古墳 全長約96m、後円部径約64m、後円部高さ5m の纏向型
東田大塚古墳は（全長120m、前方部50m）で前方部が長く非纒向型。

纏向型古墳 後円部後円部後円部後円部とととと前方部前方部前方部前方部のののの長長長長さのさのさのさの比比比比＝＝＝＝2:1                                                           

前方部前方部前方部前方部にににに比比比比べべべべ後円部後円部後円部後円部がががが大大大大きくてきくてきくてきくて高高高高くくくく 前方後円墳前方後円墳前方後円墳前方後円墳のさきがけのさきがけのさきがけのさきがけ（（（（出現期出現期出現期出現期のののの古墳古墳古墳古墳））））

纏向型とおもわれていた勝山古墳の形状が非纏向 同じ纏向古墳群に属する東田大塚古墳も非纏向

石塚古墳 勝山古墳 矢塚古墳 東田大塚古墳

古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代のののの幕開幕開幕開幕開けけけけ 纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群



纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 出現期出現期出現期出現期のののの古墳古墳古墳古墳のののの形状形状形状形状



箸墓古墳や纏向古墳群の年代計測につい

ては、今もまだ 確定していない。

同じ年輪年代・加速器計測法によっても資

料のサンプリングや研究者の視点による差

など、暦博が出した箸墓古墳の年代が3世
紀半ばまで 遡れるとする説に大きな論争

が生じている。

箸墓より先に出現したとされる纏向古墳群

の年代もその解釈が分かれることになる。

周辺の事象との整合はまだまだ これから

で :現状 纏向を卑弥呼の邪馬台国とする

証拠は何もない。

でも「日本で初の人工都市の初現 纏向」の

価値は代わらない

卑弥呼卑弥呼卑弥呼卑弥呼のののの墓墓墓墓とととと騒騒騒騒がれたがれたがれたがれた「「「「箸墓箸墓箸墓箸墓」」」」 のののの年代年代年代年代がががが確定確定確定確定できないできないできないできない

合わせて 纏向古墳群の年代整合も







三韓系瓦質土器片

纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡でででで出土出土出土出土したしたしたした三韓土器片三韓土器片三韓土器片三韓土器片

鉄遺物の出土地と重なることから、渡来人が数多くやってくる前の時

代に いち早く渡来技術者がこの纏向にも来ていたと考えられる





纏向纏向纏向纏向からはからはからはからは集落集落集落集落からからからから都市都市都市都市へへへへ脱皮脱皮脱皮脱皮をををを示示示示すすすす遺構遺構遺構遺構・・・・遺物遺物遺物遺物がががが出土出土出土出土しているがしているがしているがしているが
ここにここにここにここに集集集集まってきたまってきたまってきたまってきた人人人人々々々々のののの顔顔顔顔・・・・暮暮暮暮らしがらしがらしがらしが見見見見えないえないえないえない。。。。

未未未未だにだにだにだに住居集落住居集落住居集落住居集落がががが見見見見つかっていないつかっていないつかっていないつかっていない

纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの謎謎謎謎







纏向遺跡の大きさを体験したくて 纏向遺跡 ３世紀前半の

集落があった纏向遺跡中心部を歩く 2012.7.24.

邪馬台国邪馬台国邪馬台国邪馬台国のののの中心部中心部中心部中心部とととと報道報道報道報道されされされされ宮殿跡宮殿跡宮殿跡宮殿跡????????????「「「「辻地区辻地区辻地区辻地区」」」」 &  &  &  &  纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳

桜井線桜井線桜井線桜井線 巻向駅巻向駅巻向駅巻向駅



桜井線桜井線桜井線桜井線 巻向駅巻向駅巻向駅巻向駅 2012.7.24.





この写真の奥が東で 巻向・三輪の山並 中央左右に桜井線が走っている

←桜井線線路









桜井線桜井線桜井線桜井線のののの東側東側東側東側 天理天理天理天理からからからから桜井桜井桜井桜井をををを結結結結ぶぶぶぶ旧街道旧街道旧街道旧街道「「「「上上上上ツツツツ道道道道」」」」にににに広広広広がるがるがるがる巻向巻向巻向巻向のののの集落集落集落集落



巻向駅東側巻向駅東側巻向駅東側巻向駅東側 南北南北南北南北のののの旧街道旧街道旧街道旧街道「「「「上上上上ツツツツ道道道道」」」」 巻向川巻向川巻向川巻向川がががが流流流流れれれれ出出出出るるるる山麓兵主神社山麓兵主神社山麓兵主神社山麓兵主神社のののの鳥居鳥居鳥居鳥居



線路の西側は広々とした田園が広がり、巻向の山並を背に集落が線路際に広がっている

駅横駅横駅横駅横のののの踏切踏切踏切踏切をををを西西西西にににに渡渡渡渡ってってってって 田園田園田園田園のののの中中中中をををを北北北北にににに回回回回りりりり込込込込んでんでんでんで 纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡166166166166次調査地次調査地次調査地次調査地「「「「辻地区辻地区辻地区辻地区」」」」へへへへ

166次調査地「辻地区」 巻向駅のホーム北端が見える 巻向駅の南側 右側の山が三輪山



纏向遺跡第纏向遺跡第纏向遺跡第纏向遺跡第166166166166調査地調査地調査地調査地「「「「辻地区辻地区辻地区辻地区」」」」 邪馬台国の中心部と報道され宮殿跡???





3世紀前半の纏向の中心部から西端 纏向古墳群 石塚古墳へ

纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 石塚古墳石塚古墳石塚古墳石塚古墳 巻向駅の西北側 約600m 国道166号線脇

すぐ後ろに纏向小学校が見える。 この周辺にほかに 纏向古墳群の2つの古墳があり、3世紀前半 初期纏向の西の外れである





纏向石塚古墳横纏向石塚古墳横纏向石塚古墳横纏向石塚古墳横よりよりよりより、、、、南側南側南側南側 桜井方面桜井方面桜井方面桜井方面をををを眺眺眺眺めるめるめるめる 2012.7.24.2012.7.24.2012.7.24.2012.7.24.



纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 石塚古墳石塚古墳石塚古墳石塚古墳 国道166号線脇側の前方部側から墳丘を眺める

前方部が後円部に比べて小さい典型的な初期の前方後円墳

前方部と後円部が重なってしっかりとした形が見えず 円墳の形が崩れているように見える



纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 石塚古墳石塚古墳石塚古墳石塚古墳からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる巻向巻向巻向巻向 中央正面の家並の後ろが巻向駅のあたり

国道国道国道国道166166166166号線号線号線号線 纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 石塚古墳石塚古墳石塚古墳石塚古墳のののの北角北角北角北角 この位置が一番古墳の形が見える

この十字路西に入ると纏向小学校 そのそばに勝山・矢塚2つの古墳がある



北側北側北側北側からからからから 纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳 墳丘墳丘墳丘墳丘をををを眺眺眺眺めるめるめるめる





纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 勝山古墳勝山古墳勝山古墳勝山古墳 纏向小学校横の坂道の向こう 道の反対側に丸い藪 これが勝山古墳だった



纏向纏向纏向纏向 勝山古墳勝山古墳勝山古墳勝山古墳 箸墓古墳よりも古いといわれ 周囲には築造時の濠の痕跡を残す「勝山池」が存在



勝山遺跡勝山遺跡勝山遺跡勝山遺跡 西側西側西側西側のののの周堤周堤周堤周堤 奥左纏向小学校 右の森が矢塚古墳

この周堤周辺や西側田圃より数多くの鉄鍛冶遺物が出土し、この周辺に纏向

の鍛冶工房があったと見られる



西側に広がる田園地帯 （南西部）

矢塚古墳が見える堤の南側の眺望

勝山古墳勝山古墳勝山古墳勝山古墳のののの西西西西にはにはにはには金剛金剛金剛金剛・・・・葛城葛城葛城葛城からからからから生駒生駒生駒生駒のののの連山連山連山連山をををを背後背後背後背後にににに広広広広いいいい田園地帯田園地帯田園地帯田園地帯



纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳



纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳

奥に見えるのが 東田大塚遺跡



纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳



上上上上ツツツツ道道道道 巻向巻向巻向巻向のののの集落集落集落集落のののの北側北側北側北側からからからから 巻向巻向巻向巻向のののの集落集落集落集落とととと三輪山三輪山三輪山三輪山





イメージイメージイメージイメージ先行先行先行先行がなきにしもあらずがなきにしもあらずがなきにしもあらずがなきにしもあらず



⑱⑱⑱⑱尾崎花地区区画溝尾崎花地区区画溝尾崎花地区区画溝尾崎花地区区画溝とととと鉄遺物出鉄遺物出鉄遺物出鉄遺物出
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巻野内石巻野内石巻野内石巻野内石

塚古墳塚古墳塚古墳塚古墳

⑳⑳⑳⑳ 埴輪出土埴輪出土埴輪出土埴輪出土42次調査地次調査地次調査地次調査地

鉄遺物鉄遺物鉄遺物鉄遺物・・・・韓式土器出土地韓式土器出土地韓式土器出土地韓式土器出土地

鉄遺物鉄遺物鉄遺物鉄遺物・・・・韓式土器韓式土器韓式土器韓式土器

出土地出土地出土地出土地 ◎◎◎◎

◎◎◎◎

鉄

遺

物

出

土

地

鉄

遺

物

出

土

地

鉄

遺

物

出

土

地

鉄

遺

物

出

土

地?
(

57
次)

纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡マップマップマップマップ 鉄遺物出土関連地鉄遺物出土関連地鉄遺物出土関連地鉄遺物出土関連地ののののプロットプロットプロットプロット

もうもうもうもう一度一度一度一度 鉄鉄鉄鉄ををををキーワードキーワードキーワードキーワードにににに歩歩歩歩かねばかねばかねばかねば
またまたまたまた、、、、広範広範広範広範なななな纏向纏向纏向纏向 全体像全体像全体像全体像もしっかりもしっかりもしっかりもしっかり見見見見たいたいたいたい

◎◎◎◎中心的大中心的大中心的大中心的大

型建物遺構型建物遺構型建物遺構型建物遺構
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⑱⑱⑱⑱尾崎花地区区画溝尾崎花地区区画溝尾崎花地区区画溝尾崎花地区区画溝とととと鉄遺物出鉄遺物出鉄遺物出鉄遺物出

土地土地土地土地

⑳⑳⑳⑳ 埴輪出土埴輪出土埴輪出土埴輪出土42次調査地次調査地次調査地次調査地

鉄遺物鉄遺物鉄遺物鉄遺物・・・・韓式土器出土地韓式土器出土地韓式土器出土地韓式土器出土地

◎◎◎◎中心的大中心的大中心的大中心的大

型建物遺構型建物遺構型建物遺構型建物遺構
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(

57
次)

3世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半

のののの中枢地区中枢地区中枢地区中枢地区

3世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半

のののの中枢地区中枢地区中枢地区中枢地区

纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡マップマップマップマップ 鉄遺物出土関連地鉄遺物出土関連地鉄遺物出土関連地鉄遺物出土関連地ののののプロットプロットプロットプロット

次次次次はははは 鉄鉄鉄鉄ををををキーワードキーワードキーワードキーワードにににに歩歩歩歩かねばかねばかねばかねば またまたまたまた、、、、広範広範広範広範なななな纏向纏向纏向纏向 全体像全体像全体像全体像もももも











日本の人工都市の初現「纏向」を再度歩く 2012.8.23.



日本の人工都市の初現「纏向」を再度歩く 2012.8.23.

大和王権大和王権大和王権大和王権のののの誕生誕生誕生誕生 そしてそしてそしてそして 古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代のののの出現出現出現出現をもたらしたをもたらしたをもたらしたをもたらした「「「「纏向纏向纏向纏向」」」」

そのそのそのそのキーワードキーワードキーワードキーワードのひとつはのひとつはのひとつはのひとつは「「「「鉄鉄鉄鉄」」」」

畿内畿内畿内畿内でいちでいちでいちでいち早早早早くくくく 北部九州北部九州北部九州北部九州のののの先進鉄技術先進鉄技術先進鉄技術先進鉄技術がががが入入入入ったったったった「「「「纏向纏向纏向纏向」」」」

でもでもでもでも 鉄鉄鉄鉄のののの役割役割役割役割もももも そのそのそのその出土遺物出土遺物出土遺物出土遺物からはからはからはからは もうひとつよくもうひとつよくもうひとつよくもうひとつよく見見見見えないえないえないえない

またまたまたまた、、、、大規模大規模大規模大規模なななな大溝大溝大溝大溝 そしてそしてそしてそして 巨大巨大巨大巨大なななな前方後円墳前方後円墳前方後円墳前方後円墳をををを築造築造築造築造したしたしたした纏向纏向纏向纏向

鉄鉄鉄鉄なくしてはかんがえられぬなくしてはかんがえられぬなくしてはかんがえられぬなくしてはかんがえられぬ人工都市人工都市人工都市人工都市のののの出現出現出現出現

でもでもでもでも 纏向纏向纏向纏向にににに人人人人のののの影影影影がががが見見見見えないえないえないえない これはこれはこれはこれは何何何何をををを語語語語っているのでしょうかっているのでしょうかっているのでしょうかっているのでしょうか???



日本の人工都市の初現「纏向」を再度歩く 2012.8.23.

大和王権大和王権大和王権大和王権のののの誕生誕生誕生誕生 そしてそしてそしてそして 古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代のののの出現出現出現出現をもたらしたをもたらしたをもたらしたをもたらした「「「「纏向纏向纏向纏向」」」」

そのそのそのそのキーワードキーワードキーワードキーワードのひとつはのひとつはのひとつはのひとつは「「「「鉄鉄鉄鉄」」」」

畿内畿内畿内畿内でいちでいちでいちでいち早早早早くくくく 北部九州北部九州北部九州北部九州のののの先進鉄技術先進鉄技術先進鉄技術先進鉄技術がががが入入入入ったったったった「「「「纏向纏向纏向纏向」」」」

でもでもでもでも 鉄鉄鉄鉄のののの役割役割役割役割もももも そのそのそのその出土遺物出土遺物出土遺物出土遺物からはからはからはからは もうひとつよくもうひとつよくもうひとつよくもうひとつよく見見見見えないえないえないえない

またまたまたまた、、、、大規模大規模大規模大規模なななな大溝大溝大溝大溝 そしてそしてそしてそして 巨大巨大巨大巨大なななな前方後円墳前方後円墳前方後円墳前方後円墳をををを築造築造築造築造したしたしたした纏向纏向纏向纏向

鉄鉄鉄鉄なくしてはかんがえられぬなくしてはかんがえられぬなくしてはかんがえられぬなくしてはかんがえられぬ人工都市人工都市人工都市人工都市のののの出現出現出現出現

でもでもでもでも 纏向纏向纏向纏向にににに人人人人のののの影影影影がががが見見見見えないえないえないえない これはこれはこれはこれは何何何何をををを語語語語っているのでしょうかっているのでしょうかっているのでしょうかっているのでしょうか???

纏向纏向纏向纏向のののの全体像全体像全体像全体像をゆっくりをゆっくりをゆっくりをゆっくり 眺眺眺眺めてめてめてめて考考考考えたいえたいえたいえたい。。。。

またまたまたまた、、、、 桜井市桜井市桜井市桜井市のののの埋文埋文埋文埋文センターセンターセンターセンターのののの纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの展示展示展示展示のののの語語語語るるるる纏向纏向纏向纏向もももも知知知知りたいりたいりたいりたい。。。。

そんなそんなそんなそんな 纏向纏向纏向纏向のののの謎謎謎謎とととと鉄鉄鉄鉄をををを頭頭頭頭にににに ゆっくりゆっくりゆっくりゆっくり 一日一日一日一日 再度再度再度再度 纏向纏向纏向纏向をををを歩歩歩歩きましたきましたきましたきました

かんかんかんかんかんかんかんかん照照照照りのりのりのりの夏夏夏夏のののの日日日日にににに 雷鳴轟雷鳴轟雷鳴轟雷鳴轟くくくく激激激激しいしいしいしい夕立夕立夕立夕立のおまけものおまけものおまけものおまけも付付付付けてけてけてけて

謎謎謎謎はははは解解解解けませんでしたがけませんでしたがけませんでしたがけませんでしたが、、、、またまたまたまた、、、、知知知知らなかったらなかったらなかったらなかった出会出会出会出会いやいやいやいやイメージイメージイメージイメージもももも・・・・・・・・・・・・・・・・

人人人人がいないのはがいないのはがいないのはがいないのは このこのこのこの纏向全体纏向全体纏向全体纏向全体がががが日本統一日本統一日本統一日本統一をををを成成成成しししし遂遂遂遂げたげたげたげた大和王権連合大和王権連合大和王権連合大和王権連合のののの神域神域神域神域・・・・王宮王宮王宮王宮かもかもかもかも

縄文縄文縄文縄文のののの人人人人がががが作作作作ったったったった 祭祭祭祭りのりのりのりの場場場場 ストーンストーンストーンストーン サークルサークルサークルサークルかかかか・・・・・・・・・・・・・・・・

そんなそんなそんなそんなイメージイメージイメージイメージもももも膨膨膨膨らみましたらみましたらみましたらみました





纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡のののの位置位置位置位置 概観概観概観概観









北へ歩き出してすぐに三輪山 そして初瀬川（大和川）を渡ると大神神社の大鳥居前



鉄鉄鉄鉄とととと関係深関係深関係深関係深いいいい耐候性鋼板耐候性鋼板耐候性鋼板耐候性鋼板でででで出来出来出来出来たたたた大神神社大神神社大神神社大神神社のののの大鳥居大鳥居大鳥居大鳥居 鉄鉄鉄鉄ののののモニュメントモニュメントモニュメントモニュメントでもあるでもあるでもあるでもある





桜井市埋蔵文化財桜井市埋蔵文化財桜井市埋蔵文化財桜井市埋蔵文化財センターセンターセンターセンター
纏向遺跡の展示より

3.桜井市埋蔵文化財桜井市埋蔵文化財桜井市埋蔵文化財桜井市埋蔵文化財センターセンターセンターセンターでででで纏向纏向纏向纏向のののの展示展示展示展示をををを見見見見るるるる





纏向古墳群と大溝 箸墓古墳とホケノヤマ古墳

3世紀前半 庄内式期の居館域? 3世紀後半布留式期の居館域? 韓式土器・埴輪群出土地

日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける都市都市都市都市のののの初現初現初現初現
纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡

桜井市埋蔵文化財センター展示より



纏向古墳群と大溝 箸墓古墳とホケノヤマ古墳

3世紀前半 庄内式期の居館域? 3世紀後半布留式期の居館域? 韓式土器・埴輪群出土地

日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける都市都市都市都市のののの初現初現初現初現
纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡

桜井市埋蔵文化財センター展示より





102次調査出土かまぼこ型羽口
橿考研「三国志の時代」図録より

桜井市埋蔵文化財センター展示より





巻向山巻向山巻向山巻向山とととと三輪山三輪山三輪山三輪山のののの間間間間からからからから流流流流れれれれ出出出出てこのてこのてこのてこの西西西西でででで初瀬川初瀬川初瀬川初瀬川にににに注注注注ぐぐぐぐ巻向川巻向川巻向川巻向川 箸中南箸中南箸中南箸中南でででで







国道国道国道国道169箸中南周辺箸中南周辺箸中南周辺箸中南周辺 東東東東のののの山並山並山並山並からからからから流流流流れれれれ下下下下るるるる巻向川巻向川巻向川巻向川・・・・巻向巻向巻向巻向のののの山並山並山並山並・・・・箸墓箸墓箸墓箸墓をををを眺眺眺眺めるめるめるめる

国道169 箸中南周辺 流れ下る巻向川岸より 巻向の山並を眺める 左より 箸墓遺跡 巻向・穴師の集落 三輪山

巻向川岸より 巻向の山並を背に巻向の集落 北西側 箸墓古墳









赤赤赤赤トンボトンボトンボトンボがががが飛飛飛飛びびびび初初初初めてめてめてめて 秋近秋近秋近秋近しししし 箸墓箸墓箸墓箸墓のののの西側西側西側西側にににに広広広広がるがるがるがる田園田園田園田園 金剛金剛金剛金剛・・・・葛城葛城葛城葛城のののの山並山並山並山並 2012.8.23.2012.8.23.2012.8.23.2012.8.23.



赤赤赤赤トンボトンボトンボトンボがががが飛飛飛飛びびびび初初初初めてめてめてめて 秋近秋近秋近秋近しししし 箸墓箸墓箸墓箸墓のののの西側西側西側西側にににに広広広広がるがるがるがる田園田園田園田園とととと金剛金剛金剛金剛・・・・葛城葛城葛城葛城のののの山並山並山並山並 2012.8.23.2012.8.23.2012.8.23.2012.8.23.





箸墓箸墓箸墓箸墓のののの真向真向真向真向かいにあるかいにあるかいにあるかいにある三輪三輪三輪三輪そうめんそうめんそうめんそうめん山本山本山本山本のののの本社工場本社工場本社工場本社工場のののの敷地敷地敷地敷地もももも纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡

ここからも数多くの出土品 鞴の羽口が出土したと桜井市埋蔵文化センターで教えてもらった



三輪三輪三輪三輪そうめんそうめんそうめんそうめん山本山本山本山本 本社工場本社工場本社工場本社工場からからからから眺眺眺眺めためためためた箸墓箸墓箸墓箸墓 背後背後背後背後はははは三輪山三輪山三輪山三輪山 ここは纏向遺跡の南西端



三輪三輪三輪三輪そうめんそうめんそうめんそうめん山本本社工場山本本社工場山本本社工場山本本社工場にあるにあるにあるにある三輪茶屋三輪茶屋三輪茶屋三輪茶屋

この建物の中に この地の出土遺物の展示コーナーがありました



三輪三輪三輪三輪そうめんそうめんそうめんそうめん本社工場敷地本社工場敷地本社工場敷地本社工場敷地からからからから出土出土出土出土したしたしたした鞴羽口鞴羽口鞴羽口鞴羽口 古墳時代前期





三輪三輪三輪三輪そうめんそうめんそうめんそうめん山本本社工場山本本社工場山本本社工場山本本社工場からからからから西側西側西側西側 二上山遠望二上山遠望二上山遠望二上山遠望



北側北側北側北側 天理天理天理天理へへへへ延延延延びるびるびるびる国道国道国道国道169169169169 箸中周辺箸中周辺箸中周辺箸中周辺



北側北側北側北側からからからから南方向南方向南方向南方向にににに眺眺眺眺めためためためた箸墓古墳箸墓古墳箸墓古墳箸墓古墳







巻向駅巻向駅巻向駅巻向駅のすぐのすぐのすぐのすぐ南側南側南側南側 国道国道国道国道のののの陸橋陸橋陸橋陸橋よりよりよりより 巻向巻向巻向巻向のののの町並町並町並町並みをみをみをみを眺眺眺眺めるめるめるめる
南側南側南側南側 : 左から 巻向山・三輪山の谷から右端にホケノ山古墳・箸墓古墳が見える

北側北側北側北側 : 左端に二上山が見え、纏向古墳群 線路際左が3世紀前半の纏向の中枢が見え
る



巻向駅巻向駅巻向駅巻向駅のすぐのすぐのすぐのすぐ東東東東をををを南北南北南北南北にににに結結結結ぶぶぶぶ街道街道街道街道 上上上上ツツツツ道道道道



3333世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半 纏向纏向纏向纏向のののの中枢中枢中枢中枢のののの居館域居館域居館域居館域をををを南側南側南側南側からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる

3世紀前半纏向の中枢 居館域を眺めながら西へ集落を抜け、 田園の中 纏向古墳群が並ぶ東田地区へ



国道を横切りまっすぐ西へ 北側には纏向小学校の右横に纏向石塚古墳校舎の後ろには勝山古墳の頭 校舎の左には矢塚古墳の森もみえる。

いずれも 箸墓よりも先に建設された古墳時代前期の纏向古墳群の古墳。

道を挟んで 反対側 南東側田園の向こうに箸墓が見え、北側には今抜けてきた巻向の集落が三輪・巻向の山々を背に見えている。

纏向 東田で

国道国道国道国道をををを横切横切横切横切りまっすぐりまっすぐりまっすぐりまっすぐ西西西西へへへへ 北側北側北側北側にはにはにはには纏向小学校纏向小学校纏向小学校纏向小学校のののの右横右横右横右横にににに纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳 纏向東田で

北側 巻向・三輪の山々を背に広がる巻向の集落 南東側には 国道の向こうに箸墓が見える



纏向小学校纏向小学校纏向小学校纏向小学校のののの東東東東 纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群をををを代表代表代表代表するするするする古墳古墳古墳古墳のひとつのひとつのひとつのひとつ 纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳 纏向東田より北方向



中央中央中央中央をををを南北南北南北南北にににに横切横切横切横切るるるる国道国道国道国道169169169169号線号線号線号線のののの向向向向こうにこうにこうにこうに箸墓箸墓箸墓箸墓がががが見見見見えるえるえるえる 纏向東田より南東方向



田園地帯をまっすぐ西へ伸びる道奥遠く左には葛城-二上山 右端には生駒の山並 広々とした奈良盆地が見渡せる纏向遺跡の西端の纏向東田の端。

また田園の右端には東田大塚古墳 右側には矢塚古墳が見えている。

この両側に見える古墳を通りして、さらに西へ歩いて 田園の中のT字路で東側を振り向くと 巻向・三輪山を背に 広大な纏向全体がみえる。

二つの古墳が まるで 纏向への入口の門のように建ち、右端奥には箸墓も。 そして、正面 巻向・三輪の山間から流れ出た巻向川が幾筋もの流路となって

纏向の地を流れ下り、この東田のさらに西を南東から北西に流れくだる初瀬川（大和川）に注いでいたという。

纏向の人達はこの水運の地に大溝を掘り、水路をめぐらし、新しい人工都市を築いた。 出土する鉄器の大半が土木用の鋤だという。 でも、この遺跡には

人々の影がいまだに見えてこないと聞く。 これだけの人工都市に人の影が見えないのは、やっぱりこの纏向全体が王国の宮殿 特別な地だったのか・・・・

遺跡地図を開いて この纏向の謎に思い巡らす。 まだまだ 纏向の発掘は10%にも満たない。 結論はまだまだ先になるだろう。

まっすぐ西へ伸びる道奥には広々とした奈良盆地が見渡せる遺跡西端 纏向東田の端。 左端には東田大塚古墳 右側には矢塚古墳が見えている。

田園の中のT字路で東側を振り向くと 巻向・三輪山を背に 広大な纏向全体がみえる。



纏向東田地区纏向東田地区纏向東田地区纏向東田地区纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群をををを眺眺眺眺めるめるめるめる 田園の向こう 写真左端 勝山古墳・纏向小学校・矢塚古墳 右端 東田大塚古墳

纏向東地区纏向東地区纏向東地区纏向東地区のののの西側西側西側西側 田園田園田園田園のののの向向向向こうこうこうこう 左手金剛左手金剛左手金剛左手金剛・・・・葛城葛城葛城葛城・・・・ニニニニ上山上山上山上山 右手生駒連山右手生駒連山右手生駒連山右手生駒連山



纏向東田纏向東田纏向東田纏向東田のののの西側西側西側西側からからからから矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳矢塚古墳をををを眺眺眺眺めるめるめるめる



纏向東田纏向東田纏向東田纏向東田のののの南側南側南側南側よりよりよりより北東方向北東方向北東方向北東方向にににに東田大塚古墳東田大塚古墳東田大塚古墳東田大塚古墳をををを遠望遠望遠望遠望







纏向小学校纏向小学校纏向小学校纏向小学校のののの角角角角のののの十字路十字路十字路十字路からからからから見見見見るるるる勝山古墳勝山古墳勝山古墳勝山古墳

前回よく見なかった勝山古墳の周堤の西側の草地が左手に見える。 雑草の生い茂る草地であるが、どうもこの周辺の草地から周堤にかけてが鉄遺物

特に北部九州との連携が検討されているかまぼこ型鞴羽口が出土した場所のようだ。

朝鮮半島の鉄素材の覇権を巡って、北部九州に対抗するために西国諸国

が連合したのが邪馬台国連合とする説がある。

その邪馬台国連合の王都が纏向とすれば、なぜ 北部九州の鉄の先端

技術が纏向にあるのか???  土器の出土を

見れば、 纏向には北部九州を含め西日本各地の人達が集まってきていた

ようだ。

纏向での鉄の役割が纏向遺跡の性格をあぶりだす可能性がある。

3333世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半のののの鞴羽口鞴羽口鞴羽口鞴羽口ほかほかほかほか鉄遺物鉄遺物鉄遺物鉄遺物がががが出土出土出土出土したしたしたした勝山古墳勝山古墳勝山古墳勝山古墳のののの西西西西のののの周堤周辺周堤周辺周堤周辺周堤周辺のののの草地草地草地草地

左左左左のののの写真上段中央写真上段中央写真上段中央写真上段中央がががが出土出土出土出土したかまぼこしたかまぼこしたかまぼこしたかまぼこ型鞴羽口型鞴羽口型鞴羽口型鞴羽口



勝山古墳西勝山古墳西勝山古墳西勝山古墳西のののの周堤周堤周堤周堤のののの北端北端北端北端からからからから南側南側南側南側をををを眺眺眺眺めるめるめるめる

北側北側北側北側のののの周堤周堤周堤周堤からからからから眺眺眺眺めためためためた勝山古墳全景勝山古墳全景勝山古墳全景勝山古墳全景 勝山古墳北側周堤勝山古墳北側周堤勝山古墳北側周堤勝山古墳北側周堤のののの西端西端西端西端からからからから東東東東のののの集落集落集落集落をををを眺眺眺眺めるめるめるめる

纏向古墳群の古墳形状は

纏向型と呼ばれる後円部

が前方部に比べて 大きく

かつ高い特徴を有し、

ざっと概観を見ただけでは

その形状が前方後円墳で

在るとは見えない。 国道国道国道国道のののの東側大田東側大田東側大田東側大田のののの集落集落集落集落にににに入入入入ってってってって
北東側北東側北東側北東側からからからから 纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳纏向石塚古墳・・・・纏向小学校纏向小学校纏向小学校纏向小学校・・・・勝山遺跡勝山遺跡勝山遺跡勝山遺跡をををを眺眺眺眺めるめるめるめる





纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群のののの東田地区東田地区東田地区東田地区からまっすぐからまっすぐからまっすぐからまっすぐ東東東東へへへへ 3333世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半のののの中心地中心地中心地中心地となったとなったとなったとなった巻野内地区巻野内地区巻野内地区巻野内地区からからからから遺跡東端穴師兵主神社遺跡東端穴師兵主神社遺跡東端穴師兵主神社遺跡東端穴師兵主神社へへへへ

桜井線の踏切を越えて東へ 辻の集落 上つ道をそのまま横切って 水路沿いを東の山裾へ



水路沿水路沿水路沿水路沿いにいにいにいに辻辻辻辻のののの集落集落集落集落をををを抜抜抜抜けるとけるとけるとけると田園地帯田園地帯田園地帯田園地帯のののの向向向向こうこうこうこう山裾山裾山裾山裾にににに景行天皇陵景行天皇陵景行天皇陵景行天皇陵がががが見見見見えてくるえてくるえてくるえてくる



南北南北南北南北にににに国道国道国道国道169169169169がががが走走走走るるるる巻野内巻野内巻野内巻野内 このこのこのこの道路道路道路道路のののの東側東側東側東側がががが3333世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半のののの纏向中枢地域纏向中枢地域纏向中枢地域纏向中枢地域



国

道

国

道

国

道

国

道169

3世紀前半世紀前半世紀前半世紀前半 纏向纏向纏向纏向

のののの中枢居館域中枢居館域中枢居館域中枢居館域

巻野内巻野内巻野内巻野内

3世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半 纏向纏向纏向纏向

のののの中枢居館域中枢居館域中枢居館域中枢居館域

三輪三輪三輪三輪そうめんそうめんそうめんそうめん

山本山本山本山本

巻

向

川

巻

向

川

巻

向

川

巻

向

川



3333世紀後半纏向世紀後半纏向世紀後半纏向世紀後半纏向のののの中枢域居館中枢域居館中枢域居館中枢域居館となったとなったとなったとなった巻野内巻野内巻野内巻野内をををを国道国道国道国道よりよりよりより眺眺眺眺めるめるめるめる

正面の巻向・三輪山の間を流れ下る巻向川の扇状地上部で幾つも丘が並ぶ傾斜地で一番奥が鉄と関係深い穴師 国

道の近くからは導水施設遺構 そして前面に広がる居館域からは鍛冶・木工の工房があったと推定される遺物が出土





辻北辻北辻北辻北のののの信号信号信号信号からからからから東東東東 巻向巻向巻向巻向のののの山裾山裾山裾山裾へなだらかなへなだらかなへなだらかなへなだらかな坂坂坂坂をををを登登登登るるるる このこのこのこの道道道道のののの一番奥一番奥一番奥一番奥がががが穴師穴師穴師穴師

南側から景行天皇陵そして纏向3世紀後半の居館域が眠る印円地帯を眺める



穴師穴師穴師穴師のののの集落集落集落集落のののの入口入口入口入口のののの坂道坂道坂道坂道 左手田園の奥に景行天皇陵 正面家の後に古墳時代後期6世紀の

古墳群珠城山古墳群と三輪山 右手には田園の向こうに箸中の集落が見える 3世紀後半の纏向の中枢居館域にいる

左手 田園の奥に景行天皇陵 正面奥 群珠城山古墳群と三輪山 右手奥 巻野内の集落



穴師穴師穴師穴師 珠城山古墳群横珠城山古墳群横珠城山古墳群横珠城山古墳群横のののの坂道坂道坂道坂道 穴師の枝尾根山腹の坂道で



珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群のののの登登登登りりりり道道道道からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる穴師穴師穴師穴師のののの集落集落集落集落



珠城山古墳珠城山古墳珠城山古墳珠城山古墳のののの登登登登りりりり道道道道からからからから
眺眺眺眺めるめるめるめる穴師穴師穴師穴師のののの集落集落集落集落





珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群のののの丘丘丘丘のののの上上上上 西西西西へのへのへのへの尾根道尾根道尾根道尾根道 2号墳号墳号墳号墳のののの上上上上りりりり口口口口



珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群のののの丘丘丘丘のののの上上上上 2号墳号墳号墳号墳とととと1号墳号墳号墳号墳のののの鞍部鞍部鞍部鞍部



珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群のののの丘丘丘丘のののの上上上上 西西西西へのへのへのへの尾根道尾根道尾根道尾根道 2号墳号墳号墳号墳からからからから1号墳号墳号墳号墳へのへのへのへの道道道道





古墳群古墳群古墳群古墳群のののの丘丘丘丘のののの西先端部西先端部西先端部西先端部からからからから眺眺眺眺めためためためた西側西側西側西側のののの景色景色景色景色



穴師穴師穴師穴師 珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群のののの丘北斜面丘北斜面丘北斜面丘北斜面からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる北西側北西側北西側北西側 奥奥奥奥にににに生駒山生駒山生駒山生駒山がみえるがみえるがみえるがみえる

この丘の下 景行天皇陵の間の傾斜地が 3世紀後半の中枢居館域 巻野内尾崎花地区



穴師穴師穴師穴師 珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群のののの丘丘丘丘からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる 巻野内巻野内巻野内巻野内 尾崎花地区尾崎花地区尾崎花地区尾崎花地区
3333世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半のののの中枢居館域中枢居館域中枢居館域中枢居館域 巻野内巻野内巻野内巻野内 尾崎花地区尾崎花地区尾崎花地区尾崎花地区



穴師穴師穴師穴師 珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群珠城山古墳群のののの丘丘丘丘からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる 南側南側南側南側のののの扇状地扇状地扇状地扇状地





穴師穴師穴師穴師のののの集落集落集落集落をををを抜抜抜抜けけけけ、、、、果樹園果樹園果樹園果樹園のののの広広広広がるがるがるがる道道道道をさらにをさらにをさらにをさらに登登登登るとるとるとると纏向纏向纏向纏向がががが見渡見渡見渡見渡せるせるせるせる展望地展望地展望地展望地



穴師穴師穴師穴師のののの扇状地扇状地扇状地扇状地のののの奥奥奥奥 纏向纏向纏向纏向のののの展望地展望地展望地展望地よりよりよりより西側西側西側西側をををを眺望眺望眺望眺望



穴師穴師穴師穴師 兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前のののの田園地田園地田園地田園地からからからから 眺眺眺眺めるめるめるめる纏向纏向纏向纏向



穴師穴師穴師穴師 兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前のののの田園地田園地田園地田園地からからからから 眺眺眺眺めるめるめるめる纏向纏向纏向纏向



穴師穴師穴師穴師 兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前兵主神社鳥居前のののの田園地田園地田園地田園地からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる纏向纏向纏向纏向



穴師穴師穴師穴師 兵主神社兵主神社兵主神社兵主神社のののの石石石石のののの鳥居前鳥居前鳥居前鳥居前 鳥居をくぐると境内の森の中へと続く そのすぐ右脇には相撲神社がある



「穴師」とは、第11代垂仁天皇が技術

を持つ部族に与えた10個の品部の1

つ、穴を掘り、採掘して鉄を得る部族

である大穴磯部（おおあなしべ）をさす

と考えられている。

この地に居住していた武器などを作る

鍛冶の技術に熟達した「穴師」たちが、

その守護神として祀ったのが穴師坐

兵主神社と考えられます。

穴師穴師穴師穴師 兵主神社兵主神社兵主神社兵主神社 社殿社殿社殿社殿







纏向纏向纏向纏向のののの空空空空をををを悠然悠然悠然悠然とととと飛飛飛飛ぶぶぶぶ赤赤赤赤とんぼとんぼとんぼとんぼ 秋秋秋秋もももも もうもうもうもうままままじかですじかですじかですじかです 2012.8.23.



纏向纏向纏向纏向のののの空空空空にににに夕夕夕夕だちだちだちだち 生駒生駒生駒生駒からからからから超超超超スピードスピードスピードスピードでやってきたでやってきたでやってきたでやってきた雨雲雨雲雨雲雨雲がががが巻向巻向巻向巻向にににに雨雨雨雨をををを降降降降らすらすらすらす



穴師穴師穴師穴師のののの山裾山裾山裾山裾からからからから箸中箸中箸中箸中ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳へへへへ 纏向纏向纏向纏向のののの扇状地扇状地扇状地扇状地をををを南西南西南西南西へへへへ下下下下るるるる



穴師穴師穴師穴師からからからから南西南西南西南西にににに下下下下ってきてってきてってきてってきて 巻向川巻向川巻向川巻向川のののの岸岸岸岸にににに出出出出るるるる

☚☚☚☚現在地現在地現在地現在地



箸中集落箸中集落箸中集落箸中集落のののの中中中中をををを川川川川にににに沿沿沿沿ってってってって ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳へへへへ



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから北西側北西側北西側北西側 纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡纏向遺跡 全景全景全景全景





纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳のののの東東東東にはにはにはには三輪山三輪山三輪山三輪山



纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群 ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから北西側北西側北西側北西側ののののパノラマパノラマパノラマパノラマ 纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群纏向古墳群をををを眺眺眺眺めるめるめるめる



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳 南南南南 &  南東側南東側南東側南東側のののの展望展望展望展望
山や丘に邪魔されない纏向全体の展望はホケノヤマ古墳が一番でした



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから纏向纏向纏向纏向のののの全景全景全景全景











ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから纏向纏向纏向纏向のののの展望展望展望展望【【【【1】】】】 南西側南西側南西側南西側



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから纏向纏向纏向纏向のののの展望展望展望展望【【【【2】】】】 西側西側西側西側



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから纏向纏向纏向纏向のののの展望展望展望展望【【【【3】】】】 北西側北西側北西側北西側



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから纏向纏向纏向纏向のののの展望展望展望展望【【【【4】】】】 北東側北東側北東側北東側



ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから纏向纏向纏向纏向のののの展望展望展望展望【【【【5】】】】 東南側東南側東南側東南側



箸中箸中箸中箸中のののの集落集落集落集落 ホケノホケノホケノホケノ山古墳山古墳山古墳山古墳からからからから西西西西へへへへ 箸墓箸墓箸墓箸墓のののの南側南側南側南側をををを国道国道国道国道169169169169号号号号ののののバスバスバスバス停停停停へへへへ下下下下ってゆくってゆくってゆくってゆく













日本日本日本日本のののの都市都市都市都市のののの初現初現初現初現 「「「「纏向纏向纏向纏向」」」」

纏向纏向纏向纏向 walk おわりおわりおわりおわり






